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　私たちが豊かで幸せな生活を送るためには、立派な政治が行われなければ

なりません。その政治は選挙で選ばれた代表である人たちによって行われます。

　公明かつ適正に選挙が行われ、私たちの意思が正しく政治に反映される「明

るい選挙」の一層の推進を図るため、独創的で印象深いイメージの啓発ポス

ター、標語を募集します。

■内　　容　明るい選挙を呼びかける内容のもの

■規　　格　 サイズは、画用紙の四ツ切（54.2㎝×38.2㎝）、八ツ切（38.2㎝×27.1㎝）

またはそれに準ずる大きさ。描画材料は自由（紙や布など、絵の具

材料だけに限りません）一人１点、自作で他に応募していないもの

■内　　容　きれいな選挙の推進、棄権防止を呼びかけるもの

■規　　格　 形式（俳句など）、標記（漢字、ひらがな、カタカナなど）の制限なし。

20字以内。一人２点まで、自作で他に応募していないもの

市内在住か在学の小学校・中学校、義務教育学

校、高等学校の児童、生徒 ●小学校の部　坂上莉世さん

ポスターは、作品裏の右下に市町村名、学校名、

学年、氏名（ふりがな）を、標語は作品表の左

に学校名、学年、氏名（ふりがな）を記入し、

９月８日㈮までに〒276-8501市選挙管理委員会

へ学校を通じて応募するか郵送してください。

なお、特定の政党等や公職の候補者を表現した

内容のものは避けてください。

18歳未満の子どもは、有権者と一緒であれば、投

票所に入場することができます。

　総務省が行った平成28年の参議院選挙における意

識調査によると、子どもの頃に親の投票についてい

ったことのある人は、ついていったことがない人と

比べて、投票参加の割合が20％以上高くなっており、

親子連れでの投票は子どもの将来の投票につながっ

ています。

　将来を担う子どもたちに、早い段階から社会の一

員、主権者としての自覚を持ってもらうためにも、

選挙で投票する際は、お子さんと一緒に投票所にお

越しください。

応募作品は、市や県により審査を行います。版

権は主催者に属し、選挙啓発などに活用します。

その際、氏名、学校名、学年を公表します。応

募作品は原則返却しません。

明るい選挙の啓発ポスター・
標語を募集します

子どもと一緒に選挙に行きましょう

政治家の寄附行為は

禁止されています

　政治家が寄附をすることや、政治家に寄附

を求めることは、法令により厳しく制限され

ています。

■政治家の寄附の禁止

　政治家（公職の候補者、公職の候補者にな

ろうとする人、現在公職にある人）が選挙区

内の人に対して寄附をすることは、次の①～

④を除き、その時期や名義に関わらず罰則で

禁止されています。

①政党や政治団体、またはその支部に対する

寄附、②親族（配偶者、６親等内の血族、３

親等内の姻族）に対する寄附、③選挙区内で

行う政治教育集会に関する必要最小限度の実

費補償、④本人が自ら出席する結婚披露宴に

おける祝儀、葬式や通夜における香典

　③のうち、食事や食事料を提供することは、

罰則の対象です。④に当てはまる場合でも、

選挙に関して行われた場合や、一般的な社交

の程度を超えている場合は罰則の対象になり

ます。また、政治家以外の人が、政治家名義

の寄附をすることも罰則の対象です。

【禁止される寄附の例】

　▶お中元やお歳暮を贈る　▶開店祝いに花

輪などを贈る　▶祭りや地域の集まりなどに

寄附金を出したり、酒などを贈ったりする

■政治家に対する寄附の勧誘や要求の禁止

　有権者が政治家に寄附の勧誘や要求をする

ことは禁止されています。政治家を脅して、

無理やり要求をすること、当選や被選挙権を

失わせる目的で勧誘や要求をすること、政治

家名義の寄附を求めることは、罰則対象です。

■その他の禁止行為

　選挙区内の人に対して、次のような行為も

禁止されています。　

　▶政治家が役職員、構成員である団体、会

社が、政治家の氏名を表示したり、氏名が類

推されるような方法で寄附を行う（政党に対

するものを除く）　▶後援団体が寄附を行う

▶時候のあいさつ状を出す（答礼のための自

筆によるものを除く）　▶あいさつが目的の

有料広告を掲載する

　その他具体例は、市ホームペ

ージに掲載の「選挙運動・政治

活動Q&A」で確認を。右のコ

ードからも見られます。

ポスター

応募資格
昨年度の入賞作品

応募方法

注意事項

標語

親子連れ投票周知チラシ（総務省）を加工して作成

▲ 国の審査で入選、県の審査

で最優秀賞を受賞しました

お問い合わせは

選挙管理委員会 ４83-1151（代表）へ
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円
(92.6％増)

30億858万円
(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円
(2.7％増)

34億5,624万円
(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


